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日
産
会
長
の

カ
ル
ロ
ス
・
ゴ

ー
ン
氏
が
金
融

商
品
取
引
法
違

反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
会

社
の
状
況
や
決
算
を
ま
と
め

た
有
価
証
券
報
告
書
に
虚
偽

を
記
載
し
、
役
員
報
酬
を
50

億
円
も
過
少
に
報
告
し
て
い

た
と
い
う
の
だ
。〝
カ
リ
ス

マ
〞
と
呼
ば
れ
た
経
営
者
の

重
大
な
背
任
と
多
額
の
役
員

報
酬
。
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
と
称

し
て
首
切
り
さ
れ
た
非
正
規

労
働
者
８
千
人
は
ど
の
よ
う

な
思
い
で
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

数
字
上
で
の
経
営
改
善
に

の
み
注
目
し
、
そ
の
内
容
を

吟
味
せ
ず
に
褒
め
ち
ぎ
っ
た

マ
ス
コ
ミ
や
政
治
家
に
も
そ

の
責
任
の
一
端
は
あ
る
。

　

会
社
は
誰
の
も
の
か
―
。

経
営
学
に
お
け
る
重
要
な
命

題
で
あ
り
、
書
籍
や
、
大
手

新
聞
各
紙
で
も
度
々
取
り
上

げ
ら
れ
る
テ
ー
マ
だ
。
経
営

者
、
株
主
、
従
業
員
、
社

会
。
各
々
の
立
場
か
ら
各
々

の
主
張
が
さ
れ
て
い
る
。

　

役
員
の
桁
外
れ
の
報
酬
、

高
す
ぎ
る
株
主
へ
の
配
当
を

汗
水
流
し
て
働
く
社
員
に
少

し
で
も
配
分
で
き
な
い
か
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
の
企

業
も
疲
弊
す
る
。
も
う
一

度
、
誰
の
た
め
の
会
社
か
考

え
て
も
ら
い
た
い
。 

（
Ｔ
）

■
欺
瞞
的
導
入

　

消
費
税
は
、
福
祉
の
充
実

と
財
源
の
確
保
と
い
う
名
目

で
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
後
も

社
会
保
障
の
充
実
を
大
義
名

分
に
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
消
費
税

導
入
以
降
、
社
会
保
障
は
改

悪
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

　

消
費
税
導
入
以
前
の
１
９

８
８
年
、
被
用
者
本
人
の
医

療
費
の
窓
口
負
担
は
１
割
だ

っ
た
。
そ
れ
が
97
年
９
月
に

２
割
、
03
年
４
月
に
３
割
と

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
高
齢
者

の
窓
口
は
、
定
額
だ
っ
た
の

が
、
今
で
は
所
得
に
応
じ
て

１
〜
３
割
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
（
表
１
）。

　

国
民
の
願
い
と
裏
腹
に
、

実
質
的
に
消
費
税
は
社
会
保

障
に
使
わ
れ
て
い
な
い
。
消

費
税
に
よ
る
増
収
分
は
、
社

会
保
障
に
お
け
る
他
の
税
収

と
置
き
換
え
ら
れ
、
法
人
税

の
減
税
や
大
型
公
共
事
業
、

軍
備
費
な
ど
に
使
わ
れ
て
き

た
の
が
実
態
だ
。

■
医
療
改
悪

　

２
０
１
３
年
以
降
の
安
倍

政
権
の
６
年
で
、
３
・
９
兆

円
も
の
社
会
保
障
費
が
削
減

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
財
政
危

機
だ
、
国
難
だ
と
危
機
感
を

煽
り
、
さ
ら
な
る
削
減
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

19
年
度
予
算
に
関
す
る
財

政
審
建
議
で
は
、
平
成
の
時

代
を
小
さ
な
負
担
で
受
益
拡

大
を
求
め
る
「
ゆ
が
ん
だ
圧

力
に
あ
が
な
い
き
れ
な
か
っ

た
」
時
代
と
総
括
し
、
社
会

保
障
を
敵
視
。
後
期
高
齢
者

の
窓
口
負
担
原
則
２
割
化
な

ど
、
具
体
的
な
削
減
策
を
提

言
し
て
い
る
。

　

保
団
連
が
実
施
し
た
「
２

０
１
５
年
受
診
実
態
調
査
」

で
は
、
歯
科
診
療
所
で
51
・

５
％
、
医
科
診
療
所
で
35
・

０
％
、
全
体
で
41
・
０
％
の

医
療
機
関
が
「
経
済
的
な
理

由
に
よ
る
患
者
の
受
診
中

断
」
が
「
あ
っ
た
」
と
回
答

し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
負

担
は
、
患
者
を
ま
す
ま
す
医

療
機
関
か
ら
遠
ざ
け
、
医
療

崩
壊
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。

　

日
本
は
世
界
有
数
の
少
子

高
齢
化
社
会
だ
が
、
福
祉
、

医
療
、
年
金
な
ど
の
社
会
支

出
（
16
年
、
公
費
）
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
比
22
・

２
％
で
、
欧
州
諸
国
と
比
べ

未
だ
低
水
準
で
あ
る
（
表

２
）。
ま
た
、
大
企
業
や
超

富
裕
層
を
優
遇
す
る
税
制
度

の
歪
み
を
正
す
こ
と
で
消
費

税
10
％
へ
の
増
税
を
実
施
し

な
く
と
も
財
源
を
生
む
こ
と

は
で
き
る
。
税
の
集
め
方
と

使
い
方
を
見
直
す
こ
と
こ
そ

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
（
つ
づ
く
）

　

高
齢
者
は
死
ね
と
い
う
の

か
―
。

　

ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
の
意
見
欄

に
は
負
担
増
に
反
対
す
る
患

者
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ

た
。
特
に
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
の
窓
口
負
担
を
原
則

２
割
に
引
き
上
げ
る
計
画
に

対
し
、「
医
療
費
が
家
計
を

圧
迫
す
る
。
今
で
も
少
し
の

痛
み
は
我
慢
し
て
い
る
」

「
年
金
は
減
る
一
方
。
受
診

を
控
え
る
し
か
な
い
」「
金

の
切
れ
目
が
命
の
切
れ
目
」

な
ど
と
悲
痛
な
声
が
相
次
い

で
い
る
。
後
期
高
齢
者
の
原

則
２
割
化
に
つ
い
て
は
、
厚

労
省
の
社
会
保
障
審
議
会
内

　協会が署名と一体で取り組む
「クイズで考える私たちの医療
（クイズハガキ）」は10日時点
で、3493通の応募があった（協
力医院数687）。意見欄には、
「負担増で受診を控える」「将
来が不安」など悲痛な声が寄せ
られた。

で
も
受
診
抑
制
を
懸
念
す
る

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

協
会
は
、
こ
れ
以
上
の
負

担
増
は
患
者
を
医
療
機
関
か

ら
遠
ざ
け
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
崩
壊
を
招
く
と
し
、

「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
患

者
負
担
増
」
請
願
署
名
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
署
名
は
来

年
１
月
末
で
〆
切
り
、
国
会

真
希
人
全
国
連
絡
会
会
長

は
、「
低
医
療
費
政
策
に
よ

り
歯
科
医
療
現
場
は
疲
弊
し

て
お
り
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が

技
工
士
に
重
く
の
し
か
か
っ

て
い
る
」
と
強
調
。
技
工
問

題
解
決
に
向
け
、
低
歯
科
医

療
費
政
策
の
転
換
や
、
原
価

計
算
に
基
づ
く
保
険
点
数
の

設
定
な
ど
５
つ
の
要
求
を
挙

げ
、
歯
科
医
師
と
技
工
士
が

一
体
と
な
っ
た
運
動
の
必
要

性
を
訴
え
た
。

　

大
阪
連
絡
会
か
ら
は
西
川

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

を
」
全
国
連
絡
会
は
６
日
、

第
４
回
歯
科
技
工
問
題
を
考

え
る
懇
談
会
を
衆
議
院
第
二

議
員
会
館
内
で
開
き
、
歯
科

医
師
、
技
工
士
ら
１
２
０
人

が
参
加
し
た
。

　

基
調
報
告
を
行
っ
た
雨
松

勝
美
技
工
士
（
写
真
）
が
発

言
し
、「
厚
労
省
の
検
討
会

も
技
工
士
の
確
保
に
繋
が
っ

て
い
な
い
。
技
工
士
確
保
は

急
務
で
あ
り
、
技
工
問
題
解

決
は
待
っ
た
な
し
だ
」
と
訴

え
た
。

12
・
６
国
会
要
請
行
動

署
名
全
国
で
10
万
筆
超

　

協
会
は
６
日
、
国
会
要
請

行
動
に
取
り
組
み
、
大
阪
選

出
の
議
員
ら
に
受
診
抑
制
が

　歯科医師・衛生士・技工士らは２年に
一度、12月31日現在の①住所地②従業地
③業務の種別④その他事項――につい
て、国や都道府県に届け出ることが義務
付けられている。2018年は届出年にあた
る。所定の届出票に必要事項を記入し、
19年１月15日までに住所地の保健所に提
出する。就労していない場合でも届け出
る必要がある。用紙は最寄りの保健所ま
たは協会ホームページから入手できる。

進
む
患
者
の
実
態
を
伝
え
、

「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
患
者

負
担
増
」
請
願
署
名
の
紹
介

議
員
承
諾
を
要
請
し
た
。
戸

井
逸
美
副
理
事
長
を
は
じ

め
、役
員
８
人
が
参
加
し
た
。

　

同
日
、
署
名
ア
ピ
ー
ル
集

会
が
開
か
れ
、
集
約
が
全
国

で
10
万
筆
を
超
え
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
４
人
の
国
会

議
員
が
集
会
に
参
加
し
、
患

者
負
担
増
反
対
に
賛
同
の
声

を
上
げ
た
。

に
提
出
す
る
。

　

ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
は
、
政
府

が
推
し
進
め
る
▽
後
期
高
齢

者
の
窓
口
負
担
原
則
２
割
化

▽
受
診
時
定
額
負
担
の
導
入

―
―
な
ど
負
担
増
計
画
を
知

ら
せ
る
内
容
。
ク
イ
ズ
に
答

え
て
応
募
す
れ
ば
、
抽
選
で

景
品
が
当
た
る
。
〆
切
は
２

０
１
９
年
１
月
15
日
。

「
受
診
控
え
る
し
か
な
い
…
」

ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ　

負
担
増
に
悲
痛
な
声

社  会  保  障  費  を  敵  視
連続改悪で進む受診抑制

連帯の力で運動を前進
全国連絡会　技工問題で懇談会

２年に一度の現況報告
１月15日までに保健所へ

患者から寄せられた負担増に対する悲痛な声（クイズハガ
キ意見欄の一部）

表１ 表２
消費税導入して

どうなった社会保障
1988年度（消
費税導入以前） 2018年度

医療

被雇用者本人の窓
口負担 １割 ３割

70歳以上の窓口
負担（外来）

定額
（１ヵ月800円）

70～74歳２割、
75歳以上１割、
現役並み所得３割

国民健康保険料
（１人平均、年） 56,372円 11万円

（2015年度）

年金

老齢年金の支給開
始年齢 60歳 65歳

国民年金保険料
（月額） 7,700円 16,340円

介護
・
福祉

介護保険料（65
歳以上、月額）

介護保険制度な
く措置制度

5,869円
（全国平均）

障害者福祉の自己
負担

応能負担（９割
は無料）

課税世帯は上限月
額負担

公的社会支出
（2016年、GDP比、％）

フランス 31.5
フィンランド 30.8
ベルギー 29.0
イタリア 28.9
デンマーク 28.7
スウェーデン 27.1
ドイツ 25.3
日本 22.2
オランダ 22.0
英国 21.5
OECD全体 21.0
＊OECD資料などから作成。

消
費
税考

３

「みんなでストップ！
患者負担増」請願署名

患者署名にご協力を

署名の追加は協会事務局
までご連絡ください　　

2019年１月末日〆切

　協会の年末年始の業務と本紙
の発行は次の通りです。
【休務】12/29～１/６
【新聞】12/25付と１/５付を合
併し、 １/１新年号として発
行。１/15付は休刊。

年末年始のお知らせ


